
DNP研究会
動的核偏極(Dynamic Nuclear Polarization, DNP）は、外
部からの制御によって核スピンの偏極率を向上させる技術
を指し、より狭義には試料に少量ドープした分子の電子ス
ピンにマイクロ波やサブミリ波を照射して核スピンへと偏
極率を転写する技術を指します。最近では、NMR・MRI実
装への期待から マテリアル、化学、生物学、医学、医療へ
の応用が盛んに検討されるようになってきました。

本研究会では、DNPを研究する様々な分野の研究者と、関
連技術を開発する企業の技術者、そして、DNPによる応用
を目指すより広い分野の研究者・技術者が一堂に会し、こ
れからのDNPの応用や社会実装の開拓を目指した世界的潮
流・問題意識の共有と、分野の枠を超えた議論・交流を行
います。

日時：2022年7月12日（火曜日）
開催形式：ハイブリッド開催
会場：大阪大学南部陽一郎ホール

講演者：小畠隆行（QST）杉木俊彦（阪大）高
橋大樹（JEOL RESONANCE）立石健一郎（理
研）香川晃徳（阪大）宮西孝一郎（阪大）根来
誠（阪大）高草木洋一（QST）高堂裕平
（QST）楊井伸浩（九大）森田靖（愛工大）寺
内勉（大陽日酸）犬飼宗弘（徳大）山東信介
（東大）

参加者：約150名 参加企業：30社

量子技術による超高感度MRI/NMR産学官連携体制強化と臨床基準構築
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 技術開発・事業化支援
 産業界の技術開発・事業化の強化・加速、多くの企業の参画・投資喚起を図るための方策、複数企業の連携エコシステム（水平

分業・垂直統合等）はどのようなものがあるか。
 量子計測・センシングの主要拠点である量子センシング拠点、量子生命拠点、量子マテリアルの主要拠点である量子機能創製拠点、

量子マテリアル拠点について、産業界から期待される取組強化・役割分担・連携の在り方はどうか。

 量子計測・センシングの利用環境提供
 ユーザに対して量子計測・センシングを活用できる利用環境、情報提供等の在り方はどのようなものがあるか。（ハードウェアの利用も伴

うものが多いことから、技術支援・利用支援も重要になることに留意）
 ユーザ産業の拡大・振興

 様々なユーザ産業の発掘・拡大、産業振興に向けた方策はどうあるべきか。魅力的なユースケースづくりの在り方はどうか。ユーザ産業
の利用をサポートする取組はどうあるべきか。

産業界との連携強化による連携エコシステム構築
臨床応用に向けた学会基準等構築のための産学官連携コンソーシアム構築
Q-STARや他既存コンソーシアムとの整理

テストベッドについてハードウェアの整備・高度化に加えて、ソフトウェアの整備が重要
量子計測技術の開発・高度化できるプロフェッショナル人材による支援と企業等の利活用促進
企業、医学・生命科学等のニーズを理解するサポート人材による支援とユースケース開拓
量子計測可能なタンパク質等の生命分子の合成・精製体制構築と支援人材
臨床応用のためのテストベッド構築と他の共用事業等との連携
リスキリング人材育成体制構築とリスキリング人材による利活用促進・ユースケース開拓

今後の課題
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量子生命拠点

量子生命科学研究所 ホームページ
https://www.qst.go.jp/site/iqls/

Q-LEAP Flagshipプロジェクト 量子生命 ホームページ
https://www.qst.go.jp/site/q-leap/


